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本報告書は、スポーツ庁の「Specialプロジェクト（Specialプロジェクト2020全国的な祭
典の実施事業）」委託事業として、《一般社団法人スポーツオブハート》が実施した令話
3年度《スポーツオブハート2021in大分》の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要です。
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2012年に始まった、障がい者のある人もない人もみんなで楽しみ、優
しい心を育むイベント「スポーツ・オブ・ハート」もお陰様で9回目の開催
となり、皆様のあたたかいご支援に、心から感謝申し上げる次第でご
ざいます。

今年は、昨年来の新型コロナウィルス感染症の影響により大規模イベ
ントの開催が不確実な状況と、今まで支えていただいている協賛企業
やアーティスト・アスリートの方々も大きな損害を被っている状況の中、
今期の開催について検討を重ねてきました。
結果「、2020東京オリンピック・パラリンピック開催の成功と、それによ
る機運の醸成、また今後のレガシーに向けより一層、障害者スポーツ
振興やノーマライゼーションの推進、市民参加の促進を図っていくこと
が重要」ということより、継続の開催を決定し、２０２1年10月23日(土)
大分市「祝祭の広場」及び周辺会場にて「スポーツ・オブ・ハート２０２1
in 大分」を実施いたしました。

また、同日東京にて開催の「スポーツ・オブ・ハート2021」と中継で繋ぎ
双方のプログラムをオンライン配信し、多くの皆さまにノーマライズの
メッセージを届けることができました。

新型コロナウィルス感染症で大変な状況ではありますが、このような状
況の中、開催に向けてご協力いただいた企業さま、アスリート・アー
ティストの方々、参加頂いたゲストやボランティアの方々に心より感謝
を申し上げます。

１.はじめに



２.事業の目的

①特別支援学校に通学する児童・生徒が、健常者と一緒に楽しめる
スポーツと音楽と文化の祭典を通して、障がい者スポーツ等を知って
頂き東京パラリンピックを身近に感じ、意欲的に日々の体育学習に取
り組めることを目指します。

②スポーツおよび芸術活動のプログラムを用意し、特別支援学校に
通学する児童・生徒が、健常者の方との交流を通し自分の個性を活
かした生きがいを発見できることを目指します。

③特別支援学校に通学する児童・生徒が、健常者の方との交流を通
し多くの人が障がいのあるを理解し、開催地域でその方達が楽しめる
環境の整備の促進に繋げていくこと。

④本イベントを通して特別支援学校に通学する児童・生徒が、社会に
参加するきっかけとなる事。



３.実施日程および会場

開催日時 ： 2021年10月23日（土）午前11時〜午後8時
会 場 ： 大分市「祝祭の広場」・中央通り
主 催 ： 一般社団法人スポーツオブハート

スポーツオブハート2021in大分実行委員会
共 催 ： 大分市/TOSテレビ大分



４.事業の実施体制

一般社団法人スポーツオブハート



大分県特別支援学校へ参加募集チラシ配布

５.特別支援学校への参加募集告知

参加募集チラシ配布の
依頼文書
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６.実施報告❸ コロナ対策

新型コロナ感染拡大予防策として、今回のイベントでは参加スタッフ・ゲスト100名（内本プロジェク
トスタッッフ15名）には、事前抗原検査を実施。当日のプログラム参加者200名（内本プロジェクトス
タッッフ50名）にも、抗原検査を実施しました。

また、入口ゲートでは体表温の測定での高体温者のスクリーニングと手の消毒と次亜塩素酸水の
噴霧と健康チェック表記入により、安心安全なイベントの運営を徹底しました。



７. 事業の成果と課題❶

本事業の実施により各地域の企業、学校、スポーツクラブなどに、アスリートや障害者ス
ポーツ団体の紹介ができ、イベント以外でも障害者スポーツの普及や通常でも障害者がス
ポーツと関われる環境づくりが出来ました。また、多くの方たちが障害者スポーツや障害者
の方たちと触れ合うことによりノーマライゼーションの気持ちを拡大させることができまし
た。併せて、特別支援学校児童・生徒の方たちが一般の方たちとスポーツ・芸術分野のプ
ログラムに参加いただき、スポーツ・芸術を通して一般の子供たちとの交流の場が出来ま
した。また、一流のアーティストやアスリートに教えてもらうことにより、それぞれの子供たち
が持つ才能を発見できたり、社会に溶け込む楽しさを実感できる場の提供も出来ました。

このような活動がメディアに露出することにより、特別支援学校児童・生徒の方たちやその
父兄の方々が、よりいっそう社会に参加する意欲が昂まるものになりました。



ボッチャ

８.今後の方向性について

＜スポーツオブハート＞大分開催は大分市との共催で本事業を行っ
ており、大分市は大分市スポーツ振興課と障がい者福祉課と連携を
取り地域での特別支援学校、地域型総合スポーツクラブ、障害者ス
ポーツ団体の参加・協力が実現しました。

佐藤樹一郎大分市長は、大分市を東京オリンピック・パラリンピックの
成功による、さらなる機運の醸成とその後のレガシーを生かして、一

層障害者スポーツ振興やノーマライゼーションの推進、市民参加の促
進を図っていくことが重要と考えております。

今回は昨年来のコロナ禍ということもありましたが、継続していく事の
重要性を尊重し、特別支援学校の児童や生徒たちにとって良い環境
整備と交流の場の促進ったと確信しております。

今後は今回の本事業を機に、地域の中で特別支援学校、地域型総合
スポーツクラブ、障害者スポーツ団体や音楽やアートなどの芸術活動
の団体とも連携を促進し、自分の個性を活かした生きがいの発見や、
社会参加がしやすい環境を創り上げ、それを継続して行っていくこと
が大切なことと考えます。

障がいのある子もない子も、スポーツや芸術を一緒に笑顔で楽しんで
いる姿を見ると本イベントを継続してやってきて良かったと心から思い
ます。

子供達は純粋です。子供の頃からこのような機会を多く作ることで、そ
の子供達が大人になる頃には、ノーマライゼーション社会が実現して
いると確信します。


